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検査部へ提出された患者検体を利用した保健学部門検査技術科学専攻での学部卒業研究の

教育および大学院教育について

●はじめに

保健学科検査技術科学専攻では臨床検査技師教育を行い、病院検査部などで臨床検査技

師として働く技師教育および臨床検査関連企業の研究職への教育を行っています◇

臨床検査では医学や科学の進歩により、新しい検査診断法のため臨床検査の開発が行われ

ております。学部生の卒業研究および大学院生の研究では各種の病態を解析し・その解明

に必要な検査法の開発や改良などの研究を行っています0検査終了後の残余の各種疾患の

患者試料を用いて開発した検査法の診断特異性を評価することにより、患者さんや医師こ

信頼性の高い生体情報を提供することができますeこれらの研究を通して学生は臨床検査

学を学び、国民の医療に貢献することができます。

●対　象

試料は平成23年2月1日から平成25年8月31日までに既に検査が終了し、九州大学

病院の検査部に保管されている残余検体（血液、血私血軋尿、体腔液及び喀疾）を連

結不可能匿名化して用います。

●研究内容

本学の学部学生および大学院生が臨床化学研究室において患者試料の血液及び尿を用い、

血液中コリン濃度、各種脂質濃度、各種蛋白濃度、アミノ酸や各種代謝産物濃度、赤血球

ホスフアチジルエタノール、ホスフアチジルエタノール（アルコールマーカー）及びその

他生体成分濃度や酵素活性の測定法を開発し、その臨床的意義を確認するために使用しま

す。

●患者さんの個人情報の管理について

本研究では個人情報鋸渡を防ぐため、個人を特定できる情報を削除した残余血液・血清・

尿を用い、データの数字化、データファイルの暗号化などの厳格な対策を取っています0

本研究の実施過程及びその結果の公表（学会や論文等）の際には、患者さんを特定できる

情報は一切含まれません。

●教育期間

教育を行う期間は承認日より平成28年2月2日まで。



●研究組織

研究貢佳肴：医学研究院　保健学部門検査技術科学分野　教授・栢森　裕三

研究実施創・t拷：医学研究院　保健学割－tl検査技術科学分野　講師・外囲栄作

検査部・部長・康　東天

検査部・技師長　堀田　多恵子

●連絡先

保健学部門検査技術科学分野　教授・桁森　裕二

電話：092－642・6712

E・mail：kayamori＠hs．kyushu・u．aC・jp


